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ヤ
マ
。
平
地
林
や
雑
木

林
の
こ
と
を
三
芳
の

農
家
の
皆
さ
ん
は
こ

う
呼
び
ま
す
。
高
低
差
が
あ
る
「
山

（m
ountain)

」
と
い
う
意
味
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
語
源
的
に
は
「
ヤ
」

は
「
大
き
い
」、「
マ
」
は
「
恵
み
」

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
も
三
芳
町
に
残
る
平
地
林
は
、

江
戸
時
代
に
畑
作
新
田
が
開
拓
さ
れ

た
以
降
に
形
成
さ
れ
た
も
の
。
地
下

水
位
が
低
く
火
山
灰
土
で
覆
わ
れ
、

栄
養
分
や
水
が
少
な
い
荒
野
で
あ
っ

た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

循
環
型
農
法

　

そ
の
荒
野
に
作
物
を
作
る
た
め
江

戸
時
代
、
人
工
的
に
木
を
植
え
林
を

作
り
、地
下
水
を
く
み
上
げ
ま
し
た
。

さ
ら
に
枯
れ
た
落
ち
葉
を
堆
肥
に

し
、
畑
の
肥
料
と
し
て
活
用
。
こ
れ

が
三
富
新
田
の
循
環
型
農
法
で
す
。

ま
さ
に
「
ヤ
マ
（
平
地
林
）」
が
大

き
な
恵
み
と
富
を
人
々
に
も
た
ら
し

て
く
れ
た
の
で
す
。

大
き
な
恵
み
、
里
山

　

一
方
、「
人
が
住
む
と
こ
ろ
」「
田

舎
」「
ふ
る
さ
と
」
な
ど
の
こ
と
を

こ
う
呼
び
ま
す
。「
里
」
―
―
。

　

先
人
が
切
り
拓
い
た
こ
の
地
に
多

く
の
人
が
住
み
「
里
」
を
形
成
し
ま

守りたい、故郷の自然と緑

み よ し

自然と緑が豊かな三芳町。
この町の林のほとんどは江戸時代に人工的に作られたもの。

先人が切り拓き残された「ヤマ」。そして「サト」。
今年最後の広報みよしの特集はＳＡＴＯＹＡＭＡ。

トカいナカ三芳町の魅力に迫ります。
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「景観」「生物多様性」「人の営み」
を基準に審査される『にほんの
里 100選』に三富新田が選ば
れています。

し
た
。
三
芳
町
の
里
山
は
先
人
た
ち

の
大
き
な
恵
み
に
よ
っ
て
誕
生
し
た

の
で
す
。

自
然
と
緑
を
守
る

　

私
た
ち
の
生
活
に
密
接
、
共
生
し

て
い
る
里
山
。
し
か
し
町
の
緑
地
は

町
の
10
％
程
度
ま
で
減
り
、
新
し
く

三
芳
町
で
暮
ら
す
住
民
が
町
や
緑
へ

の
関
心
が
薄
い
こ
と
な
ど
も
課
題
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
年
７
月
16
日
に
藤
久
保
の
平
地

林
が
埼
玉
県
の
緑
の
ト
ラ
ス
ト
保
全

第
14
号
地
に
決
定
。
寄
附
を
募
り
、

埼
玉
の
優
れ
た
自
然
や
貴
重
な
歴
史

的
環
境
を
財
産
と
し
て
保
全
し
よ
う

と
い
う
運
動
が
今
、始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

今
月
の
特
集
は
Ｓ
Ａ
Ｔ
Ｏ
Ｙ
Ａ
Ｍ

Ａ
。
先
人
が
切
り
拓
い
た
「
ヤ
マ
」

を
守
る
人
、ふ
る
さ
と
を
愛
す
る
人
、

未
来
を
創
る
子
ど
も
の
視
点
か
ら
、

私
た
ち
が
で
き
る
こ
と
を
考
え
て
み

ま
せ
ん
か
。

日本の里 100 選

写真：緑地公園の新緑（４月撮影）


